
 

  

４年次レポート 
（元年度・最終年次） 

 

第３次地域福祉推進計画を進める会 

社会福祉法人 宍粟市社会福祉協議会 

宍粟市社協 第３次地域福祉推進計画 

 
夏休みボランティアスクールで「はりま自立の家」を訪れ、

電動車いすを体験した子どもたち（R１.８.７） 
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９月からスタートした「宍粟市社協第４次地域

福祉推進計画策定委員会」。委員長に藤原誠氏、

副委員長に薄木喜久氏が選任され、来年度からの

５年間に向け、取り組む課題やビジョンについて

協議を重ねました。グループワークでは、地域共

生社会の実現をめざして、これからの自分の町に

ついて話し合い、真剣な中にも笑いの絶えない委

員会となりました（５回開催）。 

２）地域共生社会の実現をめざして ～第４次地域福祉推進計画策定委員会～ 

一人ひとりの思いやメッセージを会場に 

～R1.7.15 一宮保健福祉センター～ 

 

３）社協の経営改善をめざして ～第６期経営検討委員会～ 

 

第 3 次地域福祉推進計画 ４年次（元年度）まとめ 

４）イベント・行事・会議等が中止に ～新型コロナウイルス感染症が影響～ 

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、２

月末から市民を対象にしたイベント・行事・会議等が

すべて中止となりました。特に、「密閉」「密集」「密

接」の３つの条件を避ける行動が求められる中で、

「ふれあい喫茶やサロン」、「ボランティア活動」、「当

事者の集い」など、宍粟市の地域福祉を進めるさまざ

まな活動や取り組みが中止となり、地域はもちろん、

本会としても大きな影響を受けました。 

３月からお弁当の配達も中止に 

～配食サービス事業～ 

１）災害から得た教訓を伝え続けたい ～台風９号豪雨災害から１０年フォーラム～ 
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策定委員それぞれから「こんな宍粟に

したい！」を伝えていただきました 

～R1.9.11 第１回策定委員会～ 

 

社協の組織や財政、事業内容の見直し、介護サ

ービス事業所のあり方の見直しが必要となり、

社協理事・評議員などにより「第６期経営検討委

員会」を立ち上げ議論しました（５回開催）。委

員会の検討結果は、新年度の社協事務局体制の

整備に反映させ、社協経営改善を目指して推進

していきます。 市民のみなさんが、気軽に利用・活用でき

る拠点をつくります ～宍粟市社協本部～ 

平成２１年８月の台風９号豪雨災害から１０年の節

目としてフォーラムを開催しました。当日は、自治会

関係者をはじめ災害当時お世話になったボランティア

の方など参加があり、パネルディスカッションでは、

２１年豪雨や西日本豪雨を経験された６人の方が登壇

され、体験談や大切に思われていることなど、被災者

支援者、それぞれの立場からお話いただきました。 



 

  

地域福祉目標を実現するために、４つの推進目標を設定し、地域福祉の推進と社協の基盤強化に取り

組んでいます。そして、宍粟市社協の主要事業活動にあたるものとして、１２の具体的な活動項目を提

示し、活動項目に取り組むためのキーワードとして、全体で６１の個別活動項目を設定しています。 
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４年次（元年度）の取り組みについて、推進目標ごとに進捗状況を報告しています。最終年次と

して、活動目標に向けた取り組みを推進しました。 
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小地域福祉活動を効果的に実践するために、

各自治会に設置の福祉連絡会（自治会役員、民

生委員、福祉委員等で組織）に助成金（156 自

治会・413万円）を交付し活動の基盤を支えま

した。また、「地域見守り会議」が、見守りや支

え合いにつながる、高齢者等の安否確認や困り

ごと等の情報交換の場として広がりを見せて

います（156自治会・658 回）。 
地域課題の早期発見・早期対応のために 

～百千家満地域見守り会議～ 

●福祉連絡会の見守り・支えあい活動を応援 

●民生委員との連携で福祉活動を推進 

各町の民児協定例会での情報共有や配食サー

ビス、小地域福祉活動（見守り活動、喫茶・サロ

ン等）、75 歳以上のひとり暮らし世帯対象の歳

末たすけあいサービス（特別給食・灯油配達・カ

レンダ―配布）など、民生委員・児童委員と連携

を図りながら取り組みを進めました。 

【活動項目１】地域の見守り活動を進める 

 ●見守り活動を進めるための担い手をつくる 

「
地
域
見
守
り
会
議
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
実
施 

 

～
福
祉
委
員
研
修
会
～ 

 

福祉委員 902 人が各自治会福祉連絡会の一員として活動しました。6月には、各

支部で研修会を開催し 355 人が参加し、福祉委員の役割と、地域の気になる情報（ほ

っとけない課題や話題など）を福祉連絡会のメンバーで持ち寄り、見守りや支え合い

につなげていく話し合いの場として、「地域見守り会議」について学びました。 

民生委員との情報共有の場として 

～波賀民児協定例会～   

推進目標１ いざという時困らない地域をつくる 

民生委員のひとり暮らし高齢者への 

呼びかけやとりまとめにより実施 

～歳末特別給食サービス～   

福祉委員がひとり暮らし高齢者を 

おもてなし～蔦沢地区わかばの集い～   
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各支部で開催の在宅介護者の会をはじめ、子育てサロン等の側面的な支援を行いました。また、

老人クラブ連合会や身体障害者福祉協会、遺族会等については、専任の職員や各支部の事務局職員

が運営を支援しました。 

●共通の課題を抱える当事者同士のつながりづくり 

子育て中のお母さんや子どもたちが参加 

託児ボランティアといずみ会がお手伝い 

～やまさき子育てサロン～ 

心身のリフレッシュと情報交換 

～在宅介護者の会～ 

生活支援コーディネーターやコミュニティワーカー

が集いの場や居場所づくりを提案し、ふれあい喫茶

（128 団体・591 回）やサロン（22 団体・101

回）、いきいき百歳体操等で活動を広げました。また、

新たな集いの場等の立ち上げについて、助成金の紹介

や申請書類作成等を支援しました（4 団体支援） 

●地域の誰もが参加できるつどいの場づくり 

みんなでワイワイと楽しい時間を 

～上野ふれあい喫茶～ 

誕生月の方をみんなでお祝い！ 

～岩野辺ふれあい喫茶～ 

ふれあい 

【活動項目２】だれもが気軽に集える居場所をつくる 

階段やエスカレーターでの実践  

～お出かけ介助ボランティア教室～ 

視覚障がい者の外出介助を学ぶ「お出かけ介助ボ

ランティア教室（全 2回）」を実施し、延べ 27人が

参加。11月 14日には、兵庫県視覚障害者協会から

歩行訓練士をお招きし、咲ランドショッピングセン

ターのご協力を得て、階段やエスカレーターでの実

践を行いました。受講後、現在活動の「お出かけ会ア

イちゃん」へ加入された方もおり、視覚障がい者の外

出をお手伝いしています。 

●視覚に障がいがある人の外出をお手伝い 

体
操
の
後
、
認
知
症
に
つ
い

て
学
習 

～
河
原
田
い
き
い

き
百
歳
体
操
～ 
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倉床コミュニティカフェ「ふらっと」で交流 

～元気な地域づくりサポーター交流会～ 

人口減少や核家族化が進む中で空き

家の増加が社会問題となっていますが、

空き家を地域の大切な資源（＝宝物）と

とらえ、空き家を活用した“地域住民が

集い交流できる「拠点」づくり”が進ん

でいます。「集いの場・居場所づくり応

援助成事業」では、新たな居場所づくり

のための立上げ支援（改修や備品購入費

用）として助成金（４団体・19万２千

円）を交付しました。 

●空き家を地域活性化の拠点として 

居場所づくり応援助成で 

新たな居場所がオープン 

～やわらぐ はが～ 

●災害時に連携した救援活動に迅速に取り組むために 

 ９月１日、「宍粟市総合防災訓練」が山崎スポ

ーツセンターで行われ、災害ボランティアセン

ター開設訓練を実施しました。当日は、災害ボラ

ンティアネットワークのメンバーとともに、本

会作成の「災害救援ボランティア活動支援マニ

ュアル」に沿ってボランティア登録や受付等の

訓練を行い、これまでの災害の様子や救援活動

をパネル展示するなど振り返りました。 

【活動項目３】平時から災害への備えを進める 

集
い
の
場
・
居
場
所
づ
く
り
応

援
助
成
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
配
分
金
を
活
用 

当事者の自宅から一時避難所である下町公民

館へ、公民館から福祉避難所への避難訓練 

～要介護者避難支援訓練～ 

 

 また、宍粟市総合防災訓練に合わせて、「要介護

者避難支援訓練」が下町自治会で行われ、本会の介

護支援専門員や相談支援専門員が参加しました。

この訓練は、近年の大規模災害時には多くの高齢

者や障がいがある人が犠牲になっていることか

ら、福祉専門職が防災に関する知識を身につけ、適

切な個別支援計画や地域づくりに取り組むことを

目指したものです。 

災
害
救
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
様
式
の

点
検 

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
開
設
訓
練
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地域のボランティアや住民の方々に講師としてご協力いただき、夏休みを利用して小学生３

年生以上を対象にボランティアスクールを開催しました（４回シリーズ）。29 人の児童が、し

ーたんバスに乗って市内にあるそれぞれの会場へ行きチャレンジしました。 

●夏休みを利用して福祉や障がいについて学習 

①ブラインドマラソンを体験しよう！ 

②障がい者施設を見学しよう！ 

③盲導犬学習をしよう！ 

④手話でコミュニケーションをとろう！ 

【活動項目４】地域が元気になる支え合い活動を進める 

 

【活動項目５】地域福祉を進めるために地域をたがやす 

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）を２名配置し、活動も４年

目となりました。居場所や集いの場の支援をはじめ、元気な地域づくりサポータ

ーの養成、地域の宝物リストの更新、地域を元気にするための協議の場（協議体）

づくりの支援など、多岐にわたる活動を展開していく中で、まちづくり協議会や

委員会（2 層域）、自治会福祉連絡会（3 層域）等とのつながりがさらに広がり、

人や地域などを「つなぐプロ」として専門性を発揮しました。 

 

●生活支援コーディネーターが専門性を発揮 

企画から運営までお手伝い  

～第３回はが軽トラ市～ 

元気な地域づくりサポーターを養成 

～セカンドライフ応援セミナー～ 

 

地域を元気にするための協議の場

～城下代表福祉委員会～ 

●新しい地域支援事業の取り組みを推進 

新しい地域支援事業（新しい総合事業、生活支援体制整

備事業）を地域づくりの一つとしてとらえ、宍粟市と連携

しながら事業展開を図りました。元年度も宍粟市の委託

を受けて、介護予防・生活支援サービス事業「短時間通所

サービス（ミニデイサービス事業）」に各支部取り組みま

した。 
楽しく介護予防ができる集いの場 

（４支部･689 回･6,951 人）  

～ミニデイサービス事業～ 

推進目標２ みんなで支え合えるつながりをつくる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍粟市社協では、これまでに学校福

祉学習の状況についてのヒヤリング

やアンケート調査をはじめ、地域のイ

ベント等に出向いての体験学習など、

「ふ・く・し」への理解と関心を深め

る取り組みを進めてきました。 

その結果、子どもたちが「相手を思

いやる気持ち」「お互いの個性を尊重

する意識」を育むきっかけとして、福

祉学習が大切な役割を果たしている

ことを再確認し、学校向けの「福祉学

習プログラム」のてびきを作成しまし

た。 
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●「福祉学習プログラム」のてびきを作成 

第８期セカンドライフ応援セミナーで

は、生活のちょっとした困りごとをお手伝

いするご近所ボランティアに加え、地域の

ふれあい活動や居場所づくりなど地域活

動を実践してもらえるよう「元気な地域づ

くりサポーター」を養成しました。 

セミナーは、生活支援コーディネーター

が企画運営を行い、８月から 4 回シリーズ

で開催し 33人が受講しました。 

また、29年度、30 年度の受講生の交流

会を開催し、地域活動の実践に向けて準備

を進めました（６頁参照）。 

●元気な地域づくりサポーターを養成 

手
打
ち
そ
ば
作
り
に
挑
戦

～
第
２
回
養
成
研
修
～  

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
自
分
の
健
康
か
ら 

～
第
３
回
養
成
研
修
～ 

福祉学習の進め方や流

れ、学習内容など分かり

やすく紹介 ～てびき～ 

●「ふくしの出前講座」で福祉を学ぶ機会づくり 

学校での福祉学習は、学習プログラムをはじめ、ボランティアや当事者（ゲスト）の調整等

を行い、宍粟市内 15 校で 29 教室が行われました。また、本会職員が要望のあった自治会

等に出向き学習会を行いました（13か所）。 

公
民
館
で
ふ
く
し
の
出
前
講
座 

～
住
民
福
祉
学
習
会
～  

車
い
す
体
験
を
地
域
で
実
践 

～
学
校
福
祉
学
習
～ 

 

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
接 

し
方
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も 

～
神
野
小
学
校
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宍粟市老連では、これからの老人クラブが担う役割のひとつである「生活支援の活動」につ

いて、具体的にどのような取り組みを進めていけば良いのかを考える機会として、「支え合い

の地域をつくる老人クラブ活動研修会」を行いました。研修会では、生活支援コーディネータ

ーを講師に 160 人の老人クラブ会員が参加しました。 

また、千種小学校と千種中学校の全校児童・生徒が各公民館を訪れ、地元の老人クラブ会員

の指導のもと「しめ縄づくり」を行いました。しめ縄づくりは、地域の高齢者とのふれあいや、

伝統の文化を学び継承する場となっています。 

生活支援コーディネーターが講師に 

～R2.1.22 老人クラブ活動研修会～ 

居場所づくりや福祉学習の役割が 

～R1.12.6 しめ縄づくり～ 
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●社会福祉法人の組織化に向け準備 

社会福祉法人制度の改正により義務化され

る社会福法人の地域貢献活動について、市内の

社会福祉法人が集まり、「宍粟市社会福祉法人

連絡協議会」の組織化に向け、連絡協議会の必

要性や活動について学習。連絡協議会の設立に

向けた目標と組織を協議するなど準備を進め

ました。 市内の社会福祉法人のネットワークづくり 

～正久福祉会 まどか園～ 

【活動項目６】行政や関係団体等とのネットワークを強化する 

●高齢者の福祉活動への参加を促進 

●幅広い分野からたくさんのアイデアが 

９月から策定を始めた、「宍粟市社協第４次地域福

祉推進計画」は、企業、教育、健康、介護、医療、福

祉、当事者支援、地域の活性化、行政、社協等、幅広

い分野から 15 名が策定委員として参画し、計画づ

くりに取り組みました。 

福祉の枠を超えた幅広い分野からたくさんのアイ

デアが出し合えたことで、宍粟の地域福祉を進めて

いく新たなネットワークができました。 
グループワークでは、策定委員と職員が
いっしょに考え、話し合いました 
～Ｒ1.11.13 第 3 回策定委員会～ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

●生活困窮世帯等への支援対策 

専門的な相談の受け皿として、宍

粟市社協が契約の弁護士および関西

大学法科大学院による「無料法律相

談」を実施し、日常生活の中での困り

ごとや悩みの解決を図りました（6

回：43 件）。また、社協広報紙の権

利擁護のそうだんコーナーでは、弁

護士に原稿を依頼しました。 

 
●結婚促進に向けた相談事業と出会いの場づくり 

24 名の結婚相談員による「結婚相談事業」と、婚活セミナーや出会いの場を提供する「宍粟

市出会いサポートセンター事業」との連携した取り組みを進めました。相談から成婚に至るまで

の未婚者へのサポートを行い、５件の成婚がありました。また、婚活交流イベントやセミナー、

結婚相談員による交流イベント等を開催し、相談員が参加者へのフォローアップにも取り組みま

した。新型コロナウイルス感染症の影響で、３月に予定の婚活バスツアーは中止となりました。 

各支部の相談員が情報交換 

～結婚相談員研修会～ 
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●日常生活の中での困りごとや悩みごとを解決 

「食のセーフティネット事業」では、生活困窮支援の一

環として、各家庭や企業、職場などで眠っている食品等を

善意銀行で受付け活用しました（受付 22件、支援 7 件）。 

また、生活福祉資金（相談 64 件）やまごころ福祉資金

（相談 11 件）の貸付事業の相談強化を図り、行政の相談

支援員や就労支援員と連携を図りながら、貸付に至らな

いケースについても丁寧な対応を行いました。 

３月には、新型コロナウイルス感染症の影響により、収

入減少があった世帯の資金需要に対応するため、生活福

祉資金貸付制度の緊急小口資金及び総合支援資金につい

て、特例措置を設け対応しました。 

【活動項目７】ＳＯＳを見逃さない総合相談支援体制を強化する 

 

推進目標３ 自分らしく生活できる仕組みをつくる 

 

善
意
銀
行
で
食
品
等
を
受

付
け 

～
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
事
業
～ 

相
談
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が

伺
え
ま
す 

～
無
料
法
律
相
談
～ 

恋の季節のはじまり Part３ 

～結婚相談員による交流イベント～ 

～～ 

婚活交流イベントでは６組が成立 

～出会いサポートセンター～ 

こ
れ
ま
で
に
な
い
対
象
者
を

支
援 

～
緊
急
小
口
資
金
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●障がい者等だれにも配慮した情報の発信 

「こんにちは！社協です！！」では、住

民が主役のさまざまな福祉情報を毎月発

行し（№166～№177）、朗読グループ「ふ

きのとう」や「デイジー宍粟」の協力のも

と、朗読テープや CD を作成し、目の不自

由な方々へ情報をお届けしました。 

また、市内の小学生が、当事者やボラン

ティアの協力のもと、目や耳が不自由な方

の情報伝達の手段（手話・点字）について

学びました。 
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●判断能力に不安のある方の金銭管理のお手伝い 

日常生活自立支援事業は、新規２件を含めた 22件が利用

され、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理等、生活

支援員が定期的に訪問を行いながら、利用者の生活を支援し

ました（派遣回数 436 回）。また、新規ケース等の相談を受

けた場合、この事業対象となるか否かの判断や援助できる内

容などを検討するため、専門員や支部管理者、コミュニティ

ワーカー等で受理会議を開催しました。 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や 

金
銭
の
管
理
な
ど
を
お
手
伝
い 

【活動項目８】情報共有体制の充実をはかる 

 

熱心に点字を打つ児童たち 

～点字教室～ 

ひ孫といっしょ、いきいきライフ

地域の福祉力、ボランティアコー

ナーなど、住民が主役の紙面づく

りをめざして ～社協広報紙～ 

障がい者相談支援センター「ゆめぷらん」の相談支

援専門員が、障がいのある方が自立した生活を送る

ことができるよう、日常生活に関する様々な相談に

対応し（相談対応 410人・相談件数 491 件）、ご本

人の自己決定を尊重したサービス等利用計画を作成

しました（延べ 513 件）。 

●障がいのある方の自立した生活のお手伝い 

【活動項目９】総合的な権利擁護支援の仕組みをつくる 

障
が
い
が
あ
る
人
の
自
立

を
応
援 

～
さ
つ
き
園
～ 

手話にチャレンジ！ 

～夏休みボランティアスクール～ 



く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ボランティアセンターと各町ボランティア連絡会との協働 

各支部のボランティア関係の事業や取り組みについては、ボランティアセンターとボランティ

ア連絡会と連携を図りながら展開し、社協広報紙でボランティア連絡会の活動紹介や PR を行い

市民へ発信しました。市社協の事業がボランティア連絡会の協力で実施できている現状があり、

今後も連絡会と連携しながらボランティアセンター機能の充実を図っていきます。 

●４つの支部の福祉活動や運営の活性化 

園児たちが元気なマーチングを披露 

～やまさきボランティアフェスタ～ 

各支部の福祉活動や運営活性化をめざし、支部地域福祉推進委員会を開催しました（4 支部 11

回）。波賀支部では、波賀町北部域で「第 6ブロックふれあい喫茶」を開催（年 2 回）し、千種

支部では、各種団体（民生委員、ボランティア、老人クラブ等）を招待した「こころあったかカフ

ェ」を開催するなど、ふれあいや集いの機会を作りながら支部運営の活性化を図りました。 

ボランティア同士の親睦を 

～宍粟市ボランティアのつどい～ 

支部かわら版（山崎・一

宮・千種支部年２回）の発

行に向けて、かわら版編集

委員会を開催し、紙面につ

いて協議する中で、推進委

員それぞれの立場で各支部

の課題やニーズの共有につ

ながりました。 

善意推進月間に清掃作業 

～ボランティアの日～ 

２か月に１回協議の場を設けました 

～波賀地域福祉推進委員会～ 

社協の取り組みをスライドで紹介 

～山崎地域福祉推進委員会～ 

さまざまな情報を持ち寄って 

～一宮支部かわら版編集委員会～ 
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推進委員と職員がおもてなし 

～千種こころあったかカフェ～ 

【活動項目１０】支部拠点活動の充実をはかる 

推進目標４ 社協を強くするための組織基盤をつくる

仕組みをつくる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

１２月１４日、山の子グループによる「第５０回もみ

の木のつどい」が宍粟防災センターで開催され、招待さ

れた障がいのある方やご家族をはじめ、山崎町内の中

学生など７０人が参加し、歌やゲーム、工作、会食など

楽しい時間を過ごしました。 

つどいの開催費用は、歳末たすけあい募金配分金を

活用されました（3 万円）。このように、ご協力いただ

いた募金が有効に活用されています。 

●宍粟の豊かな地域福祉をつくる大きな力に 

コミュニティワーカーや生活支援

コーディネーターが事業を説明 

～小地域福祉活動説明会～ 

社協広報紙で善意銀行や社協一般会費（5 月

号）、赤い羽根共同募金（9 月号）、歳末たす

けあい募金（11月号）等の啓発に努め、社協

のさまざまな事業を案内する際には財源を紹介

するなど努めました。また、6月は善意推進月

間として、善意の日パレードや街頭啓発活動な

ど、推進活動に取り組みました。 

自
治
会
関
係
者
や
募
金
を
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す 

～
地
域
福
祉
活
動
財
源
の
確
保
～ 

●歳末たすけあい募金がつどいをお手伝い 

今年も中学生 25 人が、ボランティア

として参加 ～もみの木のつどい～ 

●地域福祉活動推進のために補助・委託事業を展開 

第 3 次地域福祉推進計画で市社協が果たす役割を

明確にし、事務局人件費をはじめ、出会いサポート

センター事業、短時間通所サービス（ミニデイサー

ビス事業）、配食サービス事業、障がい者相談支援

センター、生活支援体制整備事業等、宍粟市の補助

事業や委託事業を展開しました。次年度も地域福祉

活動を安定して展開するために、補助事業や委託事

業を取り組んでいきます。 
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ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で

「
善
意
の
日
」
を
啓
発 

～
善
意
推
進
月
間
～ 

【活動項目１１】地域福祉活動財源を確保する 

作業所あゆみのみなさんが、ちくさふれあ

いフェスタで募金運動に協力しました 

～赤い羽根共同募金運動～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●だれもが安心して利用できる介護サービスを 

 
「介護保険事業」や「障が

い福祉サービス」の指定事業

者として、地域に根ざした社

協ならではの「だれもが安心

して利用できる介護サービ

ス」を提供しました。その中

で、地域住民のみなさんに、

介護や認知症への理解を深め

ていただく取り組みとして、

ふくしの出前講座やトライや

るウィーク、広報紙での情報

発信等進めました。 
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【活動項目１２】社協の組織と経営を強化する 

●宍粟市社協 第８期がスタート！ 

地域に根ざした社会福祉法人として 

～第８期理事会～ 

６月 21 日に開催した第 38 回評議員会において第８期役員（理事・監事）が選任さ

れ、その後、第８期第１回理事会において、会長に秋武賢是氏を選任しました。理事会で

は、業務監査のため監事が毎回出席し、各理事それぞれの立場から経営や事業について的

確な助言をいただきました。  

市
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
入
浴

の
方
法
・
注
意
点
・
利
点
・
利
用

者
の
病
状
別
の
対
応
を
説
明 

～
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
研
修
会
～ 

事業計画と資金収支予算について承認 

～第 152 回理事会～ 

各部署における専門職向上のために、介護福

祉課の合同研修をはじめ、居宅介護支援、訪問

介護、通所介護など事業所ごとに研修に取り組

みました。地域福祉については、今年度も研修

に取り組めず課題となりました。次年度は、計

画的に職員のスキルアップをめざした研修を立

案し、法人内の研修を進めていきます。 

 

●社協職員として専門職向上のために 

認知症をテーマに 

出前講座を開催 

～下町ふれあい喫茶～ 

介護福祉課職員が情報を発信 

～社協広報紙～ 

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
利
用

者
の
み
な
さ
ん
と
交
流 

～
や
す
ら
ぎ
介
護
セ
ン
タ
ー
～ 
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